
□事業内容
〇森林整備準備業務

【事 業 費】8,690,000円(うち譲与税8,690,000円)
【実 績】間伐7.23ha(若樫町D08イ林班)

 令和４年度に、初期投資(間伐、作業道の整備等)を行えば、森林経営計画が成立する林班の調査業務を行った。この調査結果に基づき、
森林経営計画の策定を前提として森林整備を行った。

大阪府 和泉市（森林整備準備業務）森林整備

①令和6年度譲与額 30,880,000円

②私有林人工林面積（※１） 2,048ha

③林野率（※２） 39.2％

④人口（※３） 184,495人

⑤林業就業者数（※４） 6人

※②、③：「2020農林業センサス」より
※④、⑤：「令和2年国勢調査」より

〇基礎データ

□取組の背景
森林所有者が管理困難な森林は森林経営管理法に基づき市が管理

委託を行うが、市の管理を必要としない「森林経営計画」が成り
立つ森林の増加をめざし、間伐等を行うこととした。

□工夫・留意した点
・森林所有者に対し、森林の保全管理の責務があることを伝えた。
・事業承諾書等の回収について、書面による提出催促等を行い回
収率を高めた。

□取組の効果
・森林所有者に対し、森林の保全管理の責務があることを伝える
ことができた。

・間伐を行い、森林が持つ公益的機能の向上に寄与することがで
きた。

・次年度に森林経営計画を策定できることになった。≪写真(一例)≫

(作業前) (作業後)



□事業内容
〇集落周辺森林整備業務

【事 業 費】5,489,000円(うち譲与税5,489,000円)
【実 績】間伐3.57ha(父⿁町M01林班)

 森林経営計画の策定が困難で、防災上の理由から早期に整備が必要な集落周辺の森林について、森林整備を行った。

大阪府 和泉市（集落周辺森林整備業務）森林整備

①令和6年度譲与額 30,880,000円

②私有林人工林面積（※１） 2,048ha

③林野率（※２） 39.2％

④人口（※３） 184,495人

⑤林業就業者数（※４） 6人

※②、③：「2020農林業センサス」より
※④、⑤：「令和2年国勢調査」より

〇基礎データ

□取組の背景
森林所有者が管理困難な森林で、防災上の理由から早期に整備が

必要な集落周辺の森林について間伐を行うこととした。

□工夫・留意した点
・森林所有者に対し、森林の保全管理の責務があることを伝えた。
・事業承諾書の回収について、書面による提出催促等を行い回収
率を高めた。

□取組の効果
・森林所有者に対し、森林の保全管理の責務があることを伝える
ことができた。

・間伐を行い、森林が持つ公益的機能の向上に寄与することがで
きた。

≪写真(一例)≫

(作業前) (作業後)



□事業内容
〇林道維持管理事業(橋梁補修）

【事 業 費】1,980,000円(うち譲与税1,980,000円)
【実 績】林道宮の谷線、林道白川線の橋梁補修(2橋梁)

 林道橋梁の補修を行う大阪府森林組合泉州支店に対して補助金を交付した。

大阪府 和泉市（林道維持管理事業）森林整備

①令和6年度譲与額 30,880,000円

②私有林人工林面積（※１） 2,048ha

③林野率（※２） 39.2％

④人口（※３） 184,495人

⑤林業就業者数（※４） 6人

※②、③：「2020農林業センサス」より
※④、⑤：「令和2年国勢調査」より

〇基礎データ

□工夫・留意した点
・林道⾧寿命化計画に基づき、緊急性が高いと判断された橋梁の
補修をした。

・森林経営計画が進行中のエリアの橋梁を補修した。

□取組の効果
良好な林道を維持することにより、森林経営の安定に寄与する

ことができた。

□取組の背景
和泉市の林業の発展に資するため、大阪府森林組合泉州支店等が

行った和泉市域内の林道の維持、補修に要した経費に対し補助金を
交付している。

≪写真(一例)≫

(施工前) (施工後)



□事業内容
〇槇尾学園整備事業

【事 業 費】12,100,000円(うち譲与税10,000,000円)
【実 績】いずもく製学校机(机天板436枚)の購入

 槇尾学園において、いずもく製学校机(机天板436枚)を購入した。

大阪府 和泉市（槇尾学園整備事業）木材利用・普及啓発

①令和6年度譲与額 30,880,000円

②私有林人工林面積（※１） 2,048ha

③林野率（※２） 39.2％

④人口（※３） 184,495人

⑤林業就業者数（※４） 6人

※②、③：「2020農林業センサス」より
※④、⑤：「令和2年国勢調査」より

〇基礎データ

□工夫・留意した点
いずもくをPRするため、机天板436枚全てに「いずもくロゴ」

を焼印した。

□取組の効果
児童生徒に地域の森林や「いずもく」を身近なものとして意識

してもらうことができた。

≪写真(一例)≫

□取組の背景
槇尾中学校区は、森林資源が豊富で林業活動が盛んな南横山地域で、

当該地域は市内産木材である「いずもく」が生産される地域である。
地産地消、いずもくの活用に係る市内外への訴求の観点から、いずもく
を積極的に利用することとした。


